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研究成果の概要（和文）：本研究は、親子ら自身の目線に立った「切れ目ない」子育て支援について考察した。
フィンランドのネウボラ（助言の場）は市町村自治体が運営し、妊娠初期から定期的な面談と健診を同一の専門
職（保健師ら）が担当し、直接の対話から利用者との信頼を培う。ネウボラはすべての子育て家族とつながる
「出産・子どもネウボラ」と、特定のリスクや課題への早期対応を担う家族ネウボラとに大別される、近年はフ
ァミリーセンターとして再編され敷居の低い支援を探求している。支援の担当部署間の連携だけでなく、対話を
通じて子育て家族本人たちが整合性と一貫性を実感でき、個別の家族が必要な時に必要な支援につながることが
虐待防止にも効果的である。

研究成果の概要（英文）：This research studies the coherent and continuous support for parenting and 
childcare from viewpoints of families themselves. In Finland the maternity and baby clinics NEUVOLA,
 integrated model of maternity health and childcare supports, are run by municipalities for decades,
 providing all the parents and children with coherent and continuous support. The main implications 
from the Finnish neuvola system are 1) family-centeredness is essential for improving the quality of
 available support, and 2) dialogical relationships between clients and professionals are protective
 factors for preventing parents from risks of being committed to child maltreatment and/or abuse. In
 Finland the universal basic support for all the child-rearing families and the second phase for 
early prevention are being more integrated in the form of family center. In conclusion, the Japanese
 support system is to be reviewed and improved by taking into consideration the positive impacts of 
dialogical relationships.

研究分野： 福祉政策論
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１．研究開始当初の背景 
日本では少子化「危機」とともに子ども虐待
への問題意識および社会的関心が高まって
いる一方、いずれの課題についても有効な政
策対応が十分に達成されていない状況があ
る。整合性と一貫性のある「切れ目ない支援」
を実現するための仕組みの模索において、日
本の政府関係者や行政・民間の子育て支援者
らがフィンランドの「ネウボラ」(アドバイ
スの場)に関心を寄せるようになっている。
「ネウボラ」の出発点は、1920 年代初頭、母
子保健の問題に自主的に取り組み始めた民
間グループ（小児科医、保健・助産師等）の
創意工夫であり、その効果が認められ制度化
に至ったのは約 20 年後、1944 年であった。
80 年余りにおよぶネウボラの形成と展開に
ついて、本研究開始時には、日本での本格的
な研究は端緒についたばかりであった。 
 
２．研究の目的 
日本の子育て支援における「切れ目ない支
援」実現に資する研究成果を得ることを念頭
に、本研究では、(1)日本の子育て支援、と
くに、妊娠期から就学前の時期での実際の支
援の課題を再検討し、(2) フィランドのネウ
ボラの制度化の歴史的推移（民間団体の取り
組みの特性と、制度化に至る過程での「下か
ら上へ」のはたらきかけのダイナミクス）と
現状を明らかにし、(3) 日本において、少子
化危機の克服（マクロレベルでの経済社会の
持続可能性の課題）と児童虐待の予防（ミク
ロレベルでの子どもと家族関係の健全な発
達の確保）に効果的に政策対応するため、ニ
ューガバナンス（メゾレベル：地域社会・民
間セクターと行政との新たな協力関係）の可
能性と課題を考察する。 
 
３．研究の方法 
研究目的を達成するために、本研究は次のよ
うな手順と方法によって実施する。(1)日本
における「切れ目ない」子育て支援の阻害要
因・課題の整理（子育て支援の「切れ目」の
解明のための実地調査と文献研究）、(2) フ
ィンランドのネウボラの特性を把握し、ネウ
ボラのエッセンスの日本への応用の可能性
と課題の考察（フィンランドでのフィールド
ワーク（政策担当者や乳幼児医療保健の研究
者へのインタビュー等）、および(3) 妊娠・
出産から就学前の時期における日本の子育
て支援の現状と課題の再検討（当事者（子育
て家族）や地域の民間組織の活動についての
参与観察）。 
  このような研究手法から、「切れ目ない支
援」の制度化に至っているフィンランドでの
ネウボラ（地域拠点かつ制度そのもの）の形
成過程と活動状況について日本との照合を
通じて理解を深め、日本の多様な地域特性を
ふまえつつ、子育て家族のための「切れ目な
い支援」の実現に向けての政策提言を行う。 
 

４．研究成果 
初年度(H27 年度)は、国内の母子保健・地域
保健（地方自治体行政）関係者や地域で子育
て支援活動に取り組んでいる民間団体から、
妊娠期から就学前にかけての子育て家族へ
の「切れ目ない」支援の阻害要因についての
情報収集・聞き取りを皮切りとした。子育て
支援サービスそのものはきめこまかく整備
されつつある一方、利用者にその情報が十分
に届きにくい、また、支援を必要とする利用
者との接点が確保できず、子育てについての
気がかりや心配ごとへの早期対応における
課題を把握した。8 月にはフィンランドでの
資料収集とネウボラ関係者への個別インタ
ビューを実施した。 
 11 月下旬から 12 月初旬にかけて企画した
国内での国際シンポジウムは、ゲストスピー
カーの海外共同研究者トゥオヴィ・ハクリネ
ン博士（フィンランド国立保健福祉研究所・
研究総括部長）が健康上の理由で来日延期と
なる状況下でも中止せず、代表者・高橋と研
究協力者・渡辺久子氏（児童精神科医）、佐
藤拓代氏（公衆衛生医）、毛受矩子氏（四天
王寺大学教授）および母子保健推進会議と駐
日フィンランド大使館などの協力によって
予定通り大阪、岡山、東京で実施に至った。
ネウボラ政策策定・政策評価における第一人
者であるハクリネ博士の来日は、H28 年 3 月
中旬に実現し、東京と大阪で国際シンポジウ
ム（母子保健の専門職向けセミナーを含む）
を開催できた。 
  2 年目の研究活動は、研究の成果発表と最
終年度に向けての研究協力者等との協議が
中心である。H28 年 5 月に代表者・高橋は精
神科医療の領域で近年注目されているフィ
ンランド発祥の「オープンダイアローグ」に
関するシンポジウムにコメンテーターとし
て参画した。ネウボラでの専門職と利用者
（主に母子）との対話的な関係性について報
告した。高橋は 7月にソウル・梨花女子大学
校での EASP（East Asian Social Policy 
research network）国際会議において研究成
果の発表を行った（発表題目は「Politics of 
gender and child care : Japanese family as 
policy agenda」。8 月にはさらにフィンラン
ドで現地インタビュー調査（特に父親とネウ
ボラの関係）によって研究情報を収集した。
9 月には国内の研究協力者たちとの協議を重
ね 10 月下旬から 11 月初旬にかけて、高橋が
フィンランドに渡航し、タンペレ大学でエイ
ヤ・パーヴィライネン教授らとの研究協議を
行い、来年度以降の共同研究の可能性につい
て意見交換を行い、ヘルシンキで 2日間にわ
たり開催される全国ネウボラ専門職（ネウボ
ラ保健師）年次会合に参加し、ネウボラに関
する最新の課題（医療民営化改革の動向とネ
ウボラの位置付け、移民家族への支援など）
について最新の研究情報を収集した。 
  最終年度は総括として、代表者・高橋が H29
年 6月に国際公共政策学会国際会議 (国立シ



ンガポール大学)で研究成果を口頭発表した。
この発表原稿はさらに加筆修正し査読付き
学術論文として H30年 1月に出版した。また、
子育て支援の多様なニーズに関連して、精神
科医療において日本でも関心が高まってい
るオープンダイアローグの創始者２名（ヤー
コ・セイックラ、ビルギッタ・アラカレ）の
講演（8月 20 日、東京大学安田講堂）におい
て通訳を務め研究交流に参加した。9 月から
11 月にかけては全国 6か所で実施された、厚
生労働省の委託事業「子育て世代包括支援セ
ンター・マネジメント業務についての研修」
（日本家族計画協会）での講師の一人として
参加した。11月には日本乳幼児精神保健学会
Four Winds 第 20 回全国学術集会シンポジウ
ム「乳幼児の権利とは何か」においてパネリ
ストの一人として、子どもの権利の視点から
フィンランドのネウボラについて報告した。
『チャイルドヘルス』、『教育と医学』、『外来
小児科』などの専門誌の依頼に応え寄稿し、
「切れ目ない支援」について、母子のみなら
ず家族全体を視野に含め、子育て家族を中心
とする支援の心理的な継続性に十分配慮す
ることの意義について論考を発表した。H30
年 3 月にはフィンランドでの研究総括をト
ム・エーリク・アーンキル(フィンランド国
立保健福祉研究所名誉教授)らと行い、子育
て家族支援を含む対人支援に携わる専門職
向けの研修教材の開発を含め、今後の研究の
展開への展望を得ることができた。 
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